








昭和 59 年と 60 年の 2年間に小児科 41施設を訪れた腎疾患々者のうちで,腎生検が実施さ

れて糸球体病変の明かな症例について,各病型の年令別発見頻度を比較した。その結果,各

病型とも学校検尿が実施されている 6-14 歳の年令の時に発見されるものが多かった。ま

た,IgA 腎症は男児に多く,MPGN は女児に多くみられ,蛋白尿の少いものは,多いものよりも

予後の良い病型が多く,同じ病型でも蛋白尿の少いものは,病変が軽いものが多かった。 


